
発行／2023年2月22日 発行者／広島中央保健生活協同組合 介護事業部

今月の介護事業部は、虐待防止の研修会や１０の基本ケアのフォローアップ研修がありました。

虐待防止についての研修会は、地域包括支援センターの

中根主任が講師となり、高齢者虐待についての基礎知識

や従事者がおさえておかなければならないことについて

学習を行いました。

介護事業部では昨年より虐待防止指針を作成し、虐待の発生の防止に努めるとともに、

早期発見、早期対応、 再発防止について、すべての職員がこれらを認識し、介護サービスが

提供できるよう、定期的に虐待防止検討委員会や研修会を開催しています。今後も利用者

の方々の権利や尊厳を守るために継続して取り組んでいきたいと思っています。

広島県生協連主催の１０の基本ケアのフォローアップ研修には、９名の職員が参加をしま

した。奈良県の協同福祉会の職員の方々に教えていただく最後の研修会でした。参加した

職員は、今後他の職員に伝えていくために、一つ一つのケアの根拠を考え、その根拠を自身

の言葉で説明できるよう「伝える練習」を行いました。練習後は実際に参加者の前で説明を

行い、気づきの共有を行いました。今回の研修で行った「床に足をつける」は、トイレに座る、

食事をする、お風呂に入る等、生活の土台となる動作です。また基本動作の回復段階には

順序あり、まずは「床に足をつけて座る」ことを目標に、一つ一つ段階を踏んで支援するこ

とが、これまでの生活を取り戻すためには重要であることを再認識しました。今後は、

10の基本ケアを介護事業部内で伝え学び合っていくことになります。

まだまだ浸透する前段階ではあります

が、「その人らしい生活」の実現のため、

介護事業部全体で学びを深めていきたい

と思います。


